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トリプルネガティブ乳癌（TNBC）はホルモン感受性がなく、標的治療法
が確立されていない予後不良な疾患である。近年、遺伝子プロファイルに
基づき 6 種のサブタイプに亜分類されたことから、各サブタイプにおける
標的ターゲットを確定することが望まれている。microRNA(miRNA)はタン
パク質発現を阻害する働きを持つ RNAで、miRNAをターゲットとした分子
標的治療が研究されている。今回我々はチューブリン阻害薬であるエリブ
リン曝露後の TNBC 細胞をアポトーシスに導くためのターゲットタンパク
質および miRNA を明らかにすることを目的とした。 
TNBCの non-basal-like type MDA-MB-231細胞を用いて、薬剤無添加
細胞とエリブリン曝露後の細胞を比較検討した。miRNAと ELISA 法による
Caspase-3、Wnt3a タンパク発現の観察と免疫組織化学染色(IHC)をおこな
った。結果は、薬剤無添加細胞と比較してエリブリン曝露後の Wnt3a タン
パク質発現量は低下し、Caspase-3 活性は上昇した。IHC によるエリブリ
ン曝露後の Wnt3a 発現も陰性であったが、Caspase-3 は核が濃染し強陽性
を示した。miRNA 発現は、エリブリン曝露後 Wnt3a をターゲットとする
miR-195 が発現上昇した。したがって、エリブリン曝露後の MDA-MB-231
細胞は miR-195 発現が上昇すると、ターゲットの Wnt3a タンパク質の発現
が低下し、細胞がアポトーシスへ導かれることが明らかとなった。 
Wnt3a はアポトーシスを調節するタンパク質であるが、miR-195 発現調
節を応用した治療法は少ない。今後、TNBC non-basal-like type の腫瘍
細胞をアポトーシスに導く方法として miR-195 発現調節を応用できる可
能性が示唆された。 
 
 
 
